
■
エ
コ
住
宅
普
及
復
権
モ
ノ
づ
く
り

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
重

視
さ
れ
る
中
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
は
省
エ
ネ
化
を
進

め
る
た
め
の
住
宅
開
発
を
強
化
し
て
い
る
。
メ
ー

カ
ー
各
社
は
太
陽
光
発
電
な
ど
を
搭
載
し
た
ス
マ

ー
ト
ハ
ウ
ス

環
境
配
慮
型
住
宅

を
相
次
い
で

投
入
。
さ
ら
に
設
備
に
過
度
に
依
存
せ
ず
、
自
然

の
風
や
光
な
ど
を
活
用
し
て
省
エ
ネ
化
を
図
る
パ

ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を
設
計
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

も
は
や
環
境
は
住
宅
の
基
本
仕
様
と
し
て
欠
か
せ

な
い
。
省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
を
図
る
政
府
の
意
向

も
あ
り
、
今
後
も
各
社
が
環
境
配
慮
型
住
宅
の
商

品
開
発
を
急
ぐ
。

環境配慮の家自然エネをフル活用
メーカー、開発加速
省
エ
ネ
意
識
・
政
府
支
援
追
い
風

旭化成ホームズはエネルギーを世帯間で融通でき
る二世帯住宅 ヘーベルハウス＆ＮＩＣＯ を投入

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
二
世
帯
モ
デ
ル
投
入

住
宅
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
市
場
成
長
け
ん
引

住
設
機
器
・
建
材
大
手

工務店の対応支援
　
シ
ャ
ッ
タ
ー
業
界
大
手
の
文
化
シ
ヤ

ッ
タ
ー
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
テ
ン
パ

ル

東
京
都
新
宿
区

が
商
業
施
設
向

け
に
展
開
し
て
い
た
オ
ー
ニ
ン
グ

日

よ
け

を
一
戸
建
て
住
宅
に
投
入
。
専

用
商
品
を
開
発
し
、
省
エ
ネ
の
需
要
が

高
い
住
宅
向
け
に
拡
販
す
る
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
省
エ
ネ
住
宅
の
取

り
組
み
は
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
。
日
本
の
住

宅
供
給
の

％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る

工
務
店
で
は
、
経
営
規
模
の
違
い
で
省

エ
ネ
住
宅
の
取
り
組
み
へ
の
温
度
差
が

生
じ
て
い
る
。

　
政
府
は
す
で
に
住
宅
の
省
エ
ネ
化
を

促
進
さ
せ
る
法
整
備
を
進
め
て
い
る
。

月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
省
エ
ネ
法
は

年
ま
で
に
同
基
準
の
達
成
を
義
務
づ

け
た
。
こ
の
た
め
工
務
店
側
も
対
応
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
省
エ
ネ
住
宅

の
設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
に
乏
し
い
工
務
店
向

け
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
な
ど
一
部
メ
ー
カ

ー
が
支
援
す
る
動
き
も
あ
る
。

　
政
府
の
規
制
や
消
費
者
側
の
省
エ
ネ

意
識
向
上
も
あ
り
、
今
後
も
環
境
を
軸

と
し
た
商
品
開
発
が
住
宅
メ
ー
カ
ー
各

社
の
競
争
力
の
源
泉
と
な
り
そ
う
だ
。
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▲
積
水
ハ
ウ
ス
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
「
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
ゼ
ロ
」

の
拡
販
に
力
を
入
れ
る

　
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
よ
る

機
器
を
通
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
と
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
、
家
庭
内
の
正

味
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

ゼ
ロ
に
で
き
る
「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ

ス

Ｚ
Ｅ
Ｈ

」
の
開
発
も

進
ん
で
い
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
家

庭
内
に
お
け
る
化
石
燃
料
を

使
っ
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量

家
電
の
使
用
は
除

く

を
相
殺
し
て
ゼ
ロ
に
す

る
住
宅
の
こ
と
。
政
府
は
２

０
２
０
年
ま
で
に
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を

住
宅
の
標
準
モ
デ
ル
と
す
る

方
針
だ
。

　
積
水
ハ
ウ
ス
は
４
月
に
発

売
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
「
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
ゼ
ロ
」
の
普
及

が
８
月
で

％
と
当
初
計
画

を
上
回
る
形
で
進
ん
で
い

る
。
太
陽
光
発
電
や
燃
料
電

池
、
蓄
電
池
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な

ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
必
要

な
方
策
を
総
動
員
し
て
盛
り

込
ん
で
い
る
。
阿
部
俊
則
社

長
は
「
新
た
な
成
長
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
販
売
し
て
い
き

た
い
」
と
今
後
も
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を

一
戸
建
て
住
宅
販
売
の
軸
に

据
え
る
方
針
だ
。

　
住
宅
設
備
機
器
や
建
材
な

ど
の
関
連
メ
ー
カ
ー
も
環
境

建
材
の
開
発
に
力
を
入
れ

る
。
Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ
Ｐ
で
は
ア

ル
ミ
に
比
べ
て
熱
伝
導
率
が

約
１
０
０
０
分
の
１
で
あ
る

樹
脂
サ
ッ
シ
を
活
用
し
た
樹

脂
窓
に
力
を
入
れ
る
。
首
都

圏
の
埼
玉
窓
工
場

埼
玉
県

久
喜
市

に
続
き
、
宮
城
県

大
崎
市
で
も
新
工
場
を
設

立
。

年
ま
で
に
樹
脂
窓
の

売
上
高
を
現
状
の
約

倍
の

４
０
０
億
円
を
目
指
す
。

　
震
災
以
降
、
注
目
さ
れ
た

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
。
太
陽
光

発
電
や
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

、
蓄
電
池
を
設
置
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
効
率

的
に
管
理
で
き
る
の
が
売
り

だ
。
省
エ
ネ
の
意
識
が
高
ま

る
中
で
、
販
売
数
も
増
加
。

機
能
面
で
は
従
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
「
管
理
」
面
に
加

え
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
た
温
度
に

自
動
制
御
す
る
よ
う
な
「
制

御
」
も
搭
載
さ
れ
る
な
ど
、

各
社
が
進
化
し
た
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
の
開
発
を
進
め
る
。

　
二
世
帯
住
宅
の
パ
イ
オ
ニ

ア
で
あ
る
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
帯

間
で
融
通
で
き
る
二
世
帯
住

宅
「
ヘ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
＆
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
」
を
投
入
し
た
。
太

陽
光
発
電
や
家
庭
用
燃
料
電

池
で
生
み
出
し
た
電
気
や
熱

を
世
帯
間
で
融
通
す
る
シ
ェ

ア
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
。
売
電

な
ど
と
合
わ
せ
、
年
間
の
光

熱
費
と
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
大
幅
削
減
で

き
る
と
い
う
。

　
同
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

二
世
帯
が
別
々
に
居
住
す
る

場
合
と
比
べ
て
、
同
居
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
約

％
削
減
で
き
る
と
い
う
。
同

社
は
東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス

と
世
帯
間
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

融
通
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ェ

ア
シ
ス
テ
ム
を
共
同
開
発
。

電
気
や
熱
を
家
庭
用
燃
料
電

池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
で
１

階
、
２
階
に
そ
れ
ぞ
れ
供
給

す
る
。

　
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
呼

ば
れ
る
設
計
を
住
宅
に
取
り

入
れ
る
動
き
も
進
む
。
ミ
サ

ワ
ホ
ー
ム
で
は
住
宅
内
に
光

や
風
な
ど
の
自
然
の
力
を
活

用
し
て
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
る

「
微
気
候
デ
ザ
イ
ン
」
を
設

計
に
取
り
入
れ
た
。

　
木
造
軸
組
工
法
の
一
戸
建

て
住
宅
「
Ｍ
Ｊ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」

で
は
日
本
家
屋
で
伝
統
的
な

「
田
」
の
字
型
の
設
計
を
採

用
。
夏
場
、
冬
場
と
季
節
に

応
じ
て
空
間
を
使
い
分
け
ら

れ
る
「
夏
の
座
」
、
「
冬
の

座
」
と
題
し
た
空
間
を
１
階

に
設
け
た
。
夏
の
座
は
深
い

軒
で
光
を
遮
る
と
と
も
に
上

部
が
吹
き
抜
け
構
造
と
な
っ

て
い
る
。
上
部
に
設
置
し
た

フ
ァ
ン
が
回
転
し
、
熱
気
を

排
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
一
方
、
冬
場
に
は
南
面
の

空
間
が
冬
の
座
と
な
り
、
大

き
な
開
口
部
か
ら
日
差
し
を

取
り
込
む
。
建
物
自
体
が
断

熱
構
造
な
の
で
、
暖
か
い
室

内
環
境
も
維
持
で
き
る
。
吹

き
抜
け
部
の
フ
ァ
ン
は
冬
場

に
な
る
と
上
部
に
た
ま
っ
た

暖
気
を
下
に
流
し
、
循
環
さ

せ
る
役
割
も
果
た
す
。


